




　近年第Ⅷ因子抑制物質発生血友病 Aの出血管理に凝固過程を By-pass する意

味で第Ⅸ因子濃縮製剤(以下 F Ⅸ conc)の大量投与法が有効であるとされてい

る。しかしその作用機序は未だ明確ではなく、種々合併症の危険性も危倶され

る。従って低力価の抑制物質発生例で、比較的重篤な出血に対しては、まず高

力価第Ⅷ因子濃縮製剤(以下 F Ⅷ conc)の投与により、抑制物質を中和し、短

時間内に目標止血レベル迄第Ⅷ因子活性(Ⅷ:C)を上昇せしめ、Anamnestie

responce の生ずる前に止血を計る事が第一義と考えられる。今回低力価抑制

物質を有する 4症例の出血症状に F Ⅷ conc を投与し、その止血効果を検討し

た。


